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視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律の施行について（通知） 

 

 この度、「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（令和元年法律第 49 号）」

が令和元年 6 月 28 日に公布、施行されました。 

 本法の概要及び留意事項は下記の通りですので、十分に御了知の上、本法の趣旨を踏ま

えた取組に努めていただきますようお願いします。 

また、文部科学省総合教育政策局長より各都道府県教育委員会等宛に同旨の通知が発出

されておりますので、各地方公共団体の教育行政担当部局と障害保健福祉部局が連携の上、

視覚障害者等の読書環境の整備のより一層の推進に取り組んでいただくとともに、貴管内

市町村（特別区を含む。）をはじめ、関係者、関係団体等に対し周知をお願いいたします。 

 

 

記 

第１ 法律の概要 

 １ 目的（第１条関係） 

この法律は、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関し、基本理念を定め、並びに

国及び地方公共団体の責務を明らかにするとともに、基本計画の策定その他の視覚障害

者等の読書環境の整備の推進に関する施策の基本となる事項を定めること等により、視

覚障害者等の読書環境の整備を総合的かつ計画的に推進し、もって障害の有無にかかわ

らず全ての国民が等しく読書を通じて文字・活字文化の恵沢を享受することができる社

会の実現に寄与することを目的とすること。 

 

 ２ 総則 

（１）定義（第２条関係） 

① この法律において「視覚障害者等」とは、視覚障害、発達障害、肢体不自由その

他の障害により、書籍（雑誌、新聞その他の刊行物を含む。以下同じ。）について、

視覚による表現の認識が困難な者をいうこと。 

② この法律において「視覚障害者等が利用しやすい書籍」とは、点字図書、拡大図



書その他の視覚障害者等がその内容を容易に認識することができる書籍をいうこ

と。 

③ この法律において「視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等」とは、電子書籍そ

の他の書籍に相当する文字、音声、点字等の電磁的記録（電子的方式、磁気的方式

その他人の知覚によっては認識することができない方式で作られる記録をいう。４

の（３）の②及び４の（４）の②において同じ。）であって、電子計算機等を利用

して視覚障害者等がその内容を容易に認識することができるものをいうこと。 

 

 （２）基本理念（第３条関係） 

視覚障害者等の読書環境の整備の推進は、次に掲げる事項を旨として行われなけれ

ばならないこと。 

ア 視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等が視覚障害者等の読書に係る利便性の

向上に著しく資する特性を有することに鑑み、情報通信その他の分野における先端

的な技術等を活用して視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等の普及が図られる

とともに、視覚障害者等の需要を踏まえ、引き続き、視覚障害者等が利用しやすい

書籍が提供されること。 

イ 視覚障害者等が利用しやすい書籍及び視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等

（以下「視覚障害者等が利用しやすい書籍等」という。）の量的拡充及び質の向上

が図られること。 

ウ 視覚障害者等の障害の種類及び程度に応じた配慮がなされること。 

 

 （３）国の責務（第４条関係） 

国は、（２）の基本理念にのっとり、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関す

る施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有すること。     

 

 （４）地方公共団体の責務（第５条関係） 

地方公共団体は、（２）の基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域

の実情を踏まえ、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策を策定し、及び

実施する責務を有すること。 

                                         

 （５）財政上の措置等（第６条関係）  

   政府は、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策を実施するため必要な

財政上の措置その他の措置を講じなければならないこと。            

              

 ３ 基本計画等 

（１）基本計画（第７条関係） 



① 文部科学大臣及び厚生労働大臣は、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関す

る施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、視覚障害者等の読書環境の整備の推

進に関する基本的な計画（以下「基本計画」という。）を定めなければならないこ

と。 

  ② 基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとすること。 

ア 視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策についての基本的な方針 

イ 視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関し政府が総合的かつ計画的に講ず

べき施策 

ウ ア及びイに掲げるもののほか、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する

施策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項 

③ 文部科学大臣及び厚生労働大臣は、基本計画を策定しようとするときは、あらか

じめ、経済産業大臣、総務大臣その他の関係行政機関の長に協議しなければならな

いこと。           

④ 文部科学大臣及び厚生労働大臣は、基本計画を策定しようとするときは、あらか

じめ、視覚障害者等その他の関係者の意見を反映させるために必要な措置を講ずる

ものとすること。 

⑤ 文部科学大臣及び厚生労働大臣は、基本計画を策定したときは、遅滞なく、これ

をインターネットの利用その他適切な方法により公表しなければならないこと。 

⑥ ③から⑤までは、基本計画の変更について準用すること。   

 

（２）地方公共団体の計画（第８条関係） 

 ① 地方公共団体は、基本計画を勘案して、当該地方公共団体における視覚障害者等

の読書環境の整備の状況等を踏まえ、当該地方公共団体における視覚障害者等の読

書環境の整備の推進に関する計画を定めるよう努めなければならないこと。 

  ② 地方公共団体は、①の計画を定めようとするときは、あらかじめ、視覚障害者等

その他の関係者の意見を反映させるために必要な措置を講ずるよう努めるものと

すること。 

③ 地方公共団体は、①の計画を定めたときは、遅滞なく、これを公表するよう努め

なければならないこと。 

④ ②及び③は、①の計画の変更について準用すること。 

 

 ４ 基本的施策 

（１）視覚障害者等による図書館の利用に係る体制の整備等（第９条関係） 

① 国及び地方公共団体は、公立図書館、大学及び高等専門学校の附属図書館並びに

学校図書館（以下「公立図書館等」という。）並びに国立国会図書館について、各

々の果たすべき役割に応じ、点字図書館とも連携して、視覚障害者等が利用しやす



い書籍等の充実、視覚障害者等が利用しやすい書籍等の円滑な利用のための支援の

充実その他の視覚障害者等によるこれらの図書館の利用に係る体制の整備が行わ

れるよう、必要な施策を講ずるものとすること。（第１項関係） 

② 国及び地方公共団体は、点字図書館について、視覚障害者等が利用しやすい書籍

等の充実、公立図書館等に対する視覚障害者等が利用しやすい書籍等の利用に関す

る情報提供その他の視覚障害者等が利用しやすい書籍等を視覚障害者が十分かつ

円滑に利用することができるようにするための取組の促進に必要な施策を講ずる

ものとすること。（第２項関係） 

                        

（２）インターネットを利用したサービスの提供体制の強化（第 10 条関係） 

国及び地方公共団体は、視覚障害者等がインターネットを利用して全国各地に存する

視覚障害者等が利用しやすい書籍等を十分かつ円滑に利用することができるようにす

るため、次に掲げる施策その他の必要な施策を講ずるものとすること。 

ア 点字図書館等から著作権法第 37 条第２項又は第３項本文の規定により製作され

る視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等（以下「特定電子書籍等」という。）で

あってインターネットにより送信することができるもの及び当該点字図書館等の

有する視覚障害者等が利用しやすい書籍等に関する情報の提供を受け、これらをイ

ンターネットにより視覚障害者等に提供する全国的なネットワークの運営に対す

る支援 

イ 視覚障害者等が利用しやすい書籍等に係るインターネットを利用したサービス

の提供についての国立国会図書館、アのネットワークを運営する者、公立図書館等、

点字図書館及び特定電子書籍等の製作を行う者の間の連携の強化 

 

（３）特定書籍及び特定電子書籍等の製作の支援（第 11 条関係） 

① 国及び地方公共団体は、著作権法第 37 条第１項又は第３項本文の規定により製

作される視覚障害者等が利用しやすい書籍（以下「特定書籍」という。）及び特定

電子書籍等の製作を支援するため、製作に係る基準の作成等のこれらの質の向上を

図るための取組に対する支援その他の必要な施策を講ずるものとすること。（第１

項関係） 

② 国は、特定書籍及び特定電子書籍等の効率的な製作を促進するため、出版を行う

者（（４）及び５において「出版者」という。）からの特定書籍又は特定電子書籍

等の製作を行う者に対する書籍に係る電磁的記録の提供を促進するための環境の

整備に必要な支援その他の必要な施策を講ずるものとすること。（第２項関係） 

    

（４）視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等の販売等の促進等（第 12 条関係） 

① 国は、視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等の販売等が促進されるよう、技術



の進歩を適切に反映した規格等の普及の促進、著作権者と出版者との契約に関する

情報提供その他の必要な施策を講ずるものとすること。（第１項関係）  

② 国は、書籍を購入した視覚障害者等からの求めに応じて出版者が当該書籍に係る

電磁的記録の提供を行うことその他の出版者からの視覚障害者等に対する書籍に

係る電磁的記録の提供を促進するため、その環境の整備に関する関係者間における

検討に対する支援その他の必要な施策を講ずるものとすること。（第２項関係） 

 

 （５）外国からの視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等の入手のための環境の整備（第 

     13 条関係） 

国は、視覚障害者等が、盲人、視覚障害者その他の印刷物の判読に障害のある者が発

行された著作物を利用する機会を促進するためのマラケシュ条約の枠組みに基づき、視

覚障害者等が利用しやすい電子書籍等であってインターネットにより送信することが

できるものを外国から十分かつ円滑に入手することができるよう、その入手に関する相

談体制の整備その他のその入手のための環境の整備について必要な施策を講ずるもの

とすること。                                 

   

（６）端末機器等及びこれに関する情報の入手の支援（第 14 条関係） 

国及び地方公共団体は、視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等を利用するための端

末機器等及びこれに関する情報を視覚障害者等が入手することを支援するため、必要な

施策を講ずるものとすること。     

  

 

（７）情報通信技術の習得支援（第 15 条関係） 

国及び地方公共団体は、視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等を利用するに当たっ

て必要となる情報通信技術を視覚障害者等が習得することを支援するため、講習会及び

巡回指導の実施の推進その他の必要な施策を講ずるものとすること。        

          

（８）研究開発の推進等（第 16 条関係） 

国は、視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等及びこれを利用するための端末機器等

について、視覚障害者等の利便性の一層の向上を図るため、これらに係る先端的な技術

等に関する研究開発の推進及びその成果の普及に必要な施策を講ずるものとすること。 

                                   

（９）人材の育成等（第 17 条関係） 

国及び地方公共団体は、特定書籍及び特定電子書籍等の製作並びに公立図書館等、国

立国会図書館及び点字図書館における視覚障害者等が利用しやすい書籍等の円滑な利

用のための支援に係る人材の育成、資質の向上及び確保を図るため、研修の実施の推進、



広報活動の充実その他の必要な施策を講ずるものとすること。   

             

５ 協議の場等（第 18 条関係） 

国は、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策の効果的な推進を図るため、

文部科学省、厚生労働省、経済産業省、総務省その他の関係行政機関の職員、国立国会図

書館、公立図書館等、点字図書館、４の（２）のアのネットワークを運営する者、特定書

籍又は特定電子書籍等の製作を行う者、出版者、視覚障害者等その他の関係者による協議

の場を設けることその他関係者の連携協力に関し必要な措置を講ずるものとすること。 

       

６ 施行期日（附則関係） 

 この法律は、公布の日から施行すること。                    

  

第２ 留意事項 

１ 国においては、基本計画を策定し、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施

策を実施していくこととしているが、各地方公共団体においても、当該地域における視

覚障害者等の読書環境の整備の状況等を踏まえ、第 1 の３の（２）の地方公共団体にお

ける視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する計画を策定し関連施策を推進する

よう努められたいこと。 

 

２ 視覚障害者等の読書環境の整備を推進する上で、国、地方公共団体、国立国会図書館、

公立図書館等、点字図書館、第１の４の（２）のアのネットワークを運営する者、特定

書籍又は特定電子書籍等の製作を行う者、出版者、視覚障害者等その他の関係者の相互

の連携及び協働が重要であり、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に当たっては、関

係者相互の連携及び協働により積極的に努められたいこと。 

 

 

 厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部   
 企画課自立支援振興室情報・意思疎通支援係 

  電話：０３－５２５３－１１１１  
         （内線３０７６） 
  F A X：０３－３５０３－１２３７ 

 



文部科学省、厚生労働省、経済産業省、総務省等の関係行政機関の職員、国会図書館、公立図書館、大学等の

図書館、学校図書館、点字図書館、上記②のネットワークの運営者、特定書籍・特定電子書籍等の製作者、出

版者、視覚障害者等その他の関係者による協議の場を設ける等 

別紙１ 

視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（読書バリアフリー法）概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施行期日：公布の日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・アクセシブルな電子書籍等（デイジー図書・音声読上げ対応の電子書籍・オーディオブック等）が視覚障
害者等の利便性の向上に著しく資することに鑑み、その普及が図られるとともに、視覚障害者等の需要を
踏まえ、引き続き、アクセシブルな書籍（点字図書・拡大図書等）が提供されること 

・アクセシブルな書籍・電子書籍等の量的拡充・質の向上が図られること 

・視覚障害者等の障害の種類・程度に応じた配慮がなされること 

視覚障害者等（＝視覚障害、発達障害、肢体不自由等の障害により、書籍について、 

視覚による表現の認識が困難な者）の読書環境の整備を総合的かつ計画的に推進 

障害の有無にかかわらず全ての国民が等しく読書を通じて 

文字・活字文化の恵沢を享受することができる社会の実現に寄与 

基本理念（３条） 

・国は、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策を総合的に策定・実施 

・地方公共団体は、国との連携を図りつつ、地域の実情を踏まえ、施策を策定・実施 

国・地方公共団体の責務（４条・５条） 

基本的施策（９条～17条） 

協議の場等（18条） 

①視覚障害者等の図書館利用に係る体制整備等(９条) 

・アクセシブルな書籍・電子書籍等の充実 

・円滑な利用のための支援の充実 

・点字図書館における取組の促進 など 

②インターネットを利用したサービス提供体制の
強化（10 条） 

・アクセシブルな書籍・電子書籍等の利用のた
めの全国的ネットワーク（サピエ図書館を想
定）の運営への支援 

・関係者間の連携強化 など 

③特定書籍・特定電子書籍等の製作の支援（11 条） 

・製作基準の作成等の質の向上のための取組へ
の支援 
※特定書籍・特定電子書籍等：著作権法 37 条により

製作されるアクセシブルな書籍・電子書籍等 

・出版者から製作者に対するテキストデータ等
の提供促進のための環境整備への支援 など 

④アクセシブルな電子書籍等の販売等の促進等(12 条) 

・技術の進歩を適切に反映した規格等の普及の促進 

・著作権者と出版者との契約に関する情報提供 

・出版者から書籍購入者に対するテキストデータ等
の提供促進のための環境整備に関する検討への支
援 など 

⑤外国からのアクセシブルな電子書籍等の入手のため
の環境整備（13 条） 

・相談体制の整備 など 

⑥端末機器等・これに関する情報の入手支援（14 条） 

⑦情報通信技術の習得支援（15 条） 

・講習会・巡回指導の実施の推進 など 

⑧アクセシブルな電子書籍等・端末機器等に係る先端
的技術等の研究開発の推進等（16 条） 

⑨製作人材・図書館サービス人材の育成等（17 条） 

文部科学大臣・厚生労働大臣が定める基本計画で具体化（７条）、地方公共団体は計画策定の努力義務（８条） 

政府に対し、施策の実施に必要な財政上の措置等を義務付け（６条） 

※地方公共団体は、③のテキストデータ等の提供促進部分・④・⑤・⑧を除き、国と同様に施策を講ずる。 

目的（１条） 
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   視 覚 障 害 者 等 の 読 書 環 境 の 整 備 の 推 進 に 関 す る 法 律 
目 次 

 第 一 章 総 則 （ 第 一 条 ― 第 六 条 ） 

 第 二 章 基 本 計 画 等 （ 第 七 条 ・ 第 八 条 ） 

 第 三 章 基 本 的 施 策 （ 第 九 条 ― 第 十 七 条 ） 

 第 四 章 協 議 の 場 等 （ 第 十 八 条 ） 

 附 則 

   第 一 章 総 則 

 （ 目 的 ） 

第 一 条 こ の 法 律 は 、 視 覚 障 害 者 等 の 読 書 環 境 の 整 備 の 推 進 に 関 し 、 基 本 理 念 を 定 め 、 並 び に 国 及 び 地 方 公

共 団 体 の 責 務 を 明 ら か に す る と と も に 、 基 本 計 画 の 策 定 そ の 他 の 視 覚 障 害 者 等 の 読 書 環 境 の 整 備 の 推 進 に

関 す る 施 策 の 基 本 と な る 事 項 を 定 め る こ と 等 に よ り 、 視 覚 障 害 者 等 の 読 書 環 境 の 整 備 を 総 合 的 か つ 計 画 的

に 推 進 し 、 も っ て 障 害 の 有 無 に か か わ ら ず 全 て の 国 民 が 等 し く 読 書 を 通 じ て 文 字 ・ 活 字 文 化 （ 文 字 ・ 活 字



 

二 

文 化 振 興 法 （ 平 成 十 七 年 法 律 第 九 十 一 号 ） 第 二 条 に 規 定 す る 文 字 ・ 活 字 文 化 を い う 。 ） の 恵 沢 を 享 受 す る

こ と が で き る 社 会 の 実 現 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。 

 （ 定 義 ） 

第 二 条 こ の 法 律 に お い て 「 視 覚 障 害 者 等 」 と は 、 視 覚 障 害 、 発 達 障 害 、 肢 体 不 自 由 そ の 他 の 障 害 に よ り 、

書 籍 （ 雑 誌 、 新 聞 そ の 他 の 刊 行 物 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） に つ い て 、 視 覚 に よ る 表 現 の 認 識 が 困 難 な 者 を い

う 。 

２ こ の 法 律 に お い て 「 視 覚 障 害 者 等 が 利 用 し や す い 書 籍 」 と は 、 点 字 図 書 、 拡 大 図 書 そ の 他 の 視 覚 障 害 者

等 が そ の 内 容 を 容 易 に 認 識 す る こ と が で き る 書 籍 を い う 。 

３ こ の 法 律 に お い て 「 視 覚 障 害 者 等 が 利 用 し や す い 電 子 書 籍 等 」 と は 、 電 子 書 籍 そ の 他 の 書 籍 に 相 当 す る

文 字 、 音 声 、 点 字 等 の 電 磁 的 記 録 （ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で

き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 を い う 。 第 十 一 条 第 二 項 及 び 第 十 二 条 第 二 項 に お い て 同 じ 。 ） で あ っ て 、 電 子

計 算 機 等 を 利 用 し て 視 覚 障 害 者 等 が そ の 内 容 を 容 易 に 認 識 す る こ と が で き る も の を い う 。 

 （ 基 本 理 念 ） 



 

 三 

第 三 条 視 覚 障 害 者 等 の 読 書 環 境 の 整 備 の 推 進 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 旨 と し て 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。 

 一 視 覚 障 害 者 等 が 利 用 し や す い 電 子 書 籍 等 が 視 覚 障 害 者 等 の 読 書 に 係 る 利 便 性 の 向 上 に 著 し く 資 す る 特

性 を 有 す る こ と に 鑑 み 、 情 報 通 信 そ の 他 の 分 野 に お け る 先 端 的 な 技 術 等 を 活 用 し て 視 覚 障 害 者 等 が 利 用

し や す い 電 子 書 籍 等 の 普 及 が 図 ら れ る と と も に 、 視 覚 障 害 者 等 の 需 要 を 踏 ま え 、 引 き 続 き 、 視 覚 障 害 者

等 が 利 用 し や す い 書 籍 が 提 供 さ れ る こ と 。 

 二 視 覚 障 害 者 等 が 利 用 し や す い 書 籍 及 び 視 覚 障 害 者 等 が 利 用 し や す い 電 子 書 籍 等 （ 以 下 「 視 覚 障 害 者 等

が 利 用 し や す い 書 籍 等 」 と い う 。 ） の 量 的 拡 充 及 び 質 の 向 上 が 図 ら れ る こ と 。 

 三 視 覚 障 害 者 等 の 障 害 の 種 類 及 び 程 度 に 応 じ た 配 慮 が な さ れ る こ と 。 

 （ 国 の 責 務 ） 

第 四 条 国 は 、 前 条 の 基 本 理 念 に の っ と り 、 視 覚 障 害 者 等 の 読 書 環 境 の 整 備 の 推 進 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 に

策 定 し 、 及 び 実 施 す る 責 務 を 有 す る 。 

 （ 地 方 公 共 団 体 の 責 務 ） 

第 五 条 地 方 公 共 団 体 は 、 第 三 条 の 基 本 理 念 に の っ と り 、 国 と の 連 携 を 図 り つ つ 、 そ の 地 域 の 実 情 を 踏 ま え 、



 

四 

視 覚 障 害 者 等 の 読 書 環 境 の 整 備 の 推 進 に 関 す る 施 策 を 策 定 し 、 及 び 実 施 す る 責 務 を 有 す る 。 

 （ 財 政 上 の 措 置 等 ） 

第 六 条 政 府 は 、 視 覚 障 害 者 等 の 読 書 環 境 の 整 備 の 推 進 に 関 す る 施 策 を 実 施 す る た め 必 要 な 財 政 上 の 措 置 そ

の 他 の 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 

   第 二 章 基 本 計 画 等 

 （ 基 本 計 画 ） 

第 七 条 文 部 科 学 大 臣 及 び 厚 生 労 働 大 臣 は 、 視 覚 障 害 者 等 の 読 書 環 境 の 整 備 の 推 進 に 関 す る 施 策 の 総 合 的 か

つ 計 画 的 な 推 進 を 図 る た め 、 視 覚 障 害 者 等 の 読 書 環 境 の 整 備 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 な 計 画 （ 以 下 こ の 章 に

お い て 「 基 本 計 画 」 と い う 。 ） を 定 め な け れ ば な ら な い 。 

２ 基 本 計 画 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 定 め る も の と す る 。 

 一 視 覚 障 害 者 等 の 読 書 環 境 の 整 備 の 推 進 に 関 す る 施 策 に つ い て の 基 本 的 な 方 針 

 二 視 覚 障 害 者 等 の 読 書 環 境 の 整 備 の 推 進 に 関 し 政 府 が 総 合 的 か つ 計 画 的 に 講 ず べ き 施 策 

 三 前 二 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 視 覚 障 害 者 等 の 読 書 環 境 の 整 備 の 推 進 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的



 

 五 

に 推 進 す る た め に 必 要 な 事 項 
３ 文 部 科 学 大 臣 及 び 厚 生 労 働 大 臣 は 、 基 本 計 画 を 策 定 し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 経 済 産 業 大 臣 、

総 務 大 臣 そ の 他 の 関 係 行 政 機 関 の 長 に 協 議 し な け れ ば な ら な い 。 

４ 文 部 科 学 大 臣 及 び 厚 生 労 働 大 臣 は 、 基 本 計 画 を 策 定 し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 視 覚 障 害 者 等 そ

の 他 の 関 係 者 の 意 見 を 反 映 さ せ る た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。 

５ 文 部 科 学 大 臣 及 び 厚 生 労 働 大 臣 は 、 基 本 計 画 を 策 定 し た と き は 、 遅 滞 な く 、 こ れ を イ ン タ ー ネ ッ ト の 利

用 そ の 他 適 切 な 方 法 に よ り 公 表 し な け れ ば な ら な い 。 

６ 前 三 項 の 規 定 は 、 基 本 計 画 の 変 更 に つ い て 準 用 す る 。 

 （ 地 方 公 共 団 体 の 計 画 ） 

第 八 条 地 方 公 共 団 体 は 、 基 本 計 画 を 勘 案 し て 、 当 該 地 方 公 共 団 体 に お け る 視 覚 障 害 者 等 の 読 書 環 境 の 整 備

の 状 況 等 を 踏 ま え 、 当 該 地 方 公 共 団 体 に お け る 視 覚 障 害 者 等 の 読 書 環 境 の 整 備 の 推 進 に 関 す る 計 画 を 定 め

る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 

２ 地 方 公 共 団 体 は 、 前 項 の 計 画 を 定 め よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 視 覚 障 害 者 等 そ の 他 の 関 係 者 の 意
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見 を 反 映 さ せ る た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。 
３ 地 方 公 共 団 体 は 、 第 一 項 の 計 画 を 定 め た と き は 、 遅 滞 な く 、 こ れ を 公 表 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 

４ 前 二 項 の 規 定 は 、 第 一 項 の 計 画 の 変 更 に つ い て 準 用 す る 。 

   第 三 章 基 本 的 施 策 

 （ 視 覚 障 害 者 等 に よ る 図 書 館 の 利 用 に 係 る 体 制 の 整 備 等 ） 

第 九 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 公 立 図 書 館 、 大 学 及 び 高 等 専 門 学 校 の 附 属 図 書 館 並 び に 学 校 図 書 館 （ 以 下

「 公 立 図 書 館 等 」 と い う 。 ） 並 び に 国 立 国 会 図 書 館 に つ い て 、 各 々 の 果 た す べ き 役 割 に 応 じ 、 点 字 図 書 館

と も 連 携 し て 、 視 覚 障 害 者 等 が 利 用 し や す い 書 籍 等 の 充 実 、 視 覚 障 害 者 等 が 利 用 し や す い 書 籍 等 の 円 滑 な

利 用 の た め の 支 援 の 充 実 そ の 他 の 視 覚 障 害 者 等 に よ る こ れ ら の 図 書 館 の 利 用 に 係 る 体 制 の 整 備 が 行 わ れ る

よ う 、 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。 

２ 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 点 字 図 書 館 に つ い て 、 視 覚 障 害 者 等 が 利 用 し や す い 書 籍 等 の 充 実 、 公 立 図 書 館

等 に 対 す る 視 覚 障 害 者 等 が 利 用 し や す い 書 籍 等 の 利 用 に 関 す る 情 報 提 供 そ の 他 の 視 覚 障 害 者 等 が 利 用 し や

す い 書 籍 等 を 視 覚 障 害 者 が 十 分 か つ 円 滑 に 利 用 す る こ と が で き る よ う に す る た め の 取 組 の 促 進 に 必 要 な 施



 

 七 

策 を 講 ず る も の と す る 。 

 （ イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し た サ ー ビ ス の 提 供 体 制 の 強 化 ） 

第 十 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 視 覚 障 害 者 等 が イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し て 全 国 各 地 に 存 す る 視 覚 障 害 者 等

が 利 用 し や す い 書 籍 等 を 十 分 か つ 円 滑 に 利 用 す る こ と が で き る よ う に す る た め 、 次 に 掲 げ る 施 策 そ の 他 の

必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。 

 一 点 字 図 書 館 等 か ら 著 作 権 法 （ 昭 和 四 十 五 年 法 律 第 四 十 八 号 ） 第 三 十 七 条 第 二 項 又 は 第 三 項 本 文 の 規 定

に よ り 製 作 さ れ る 視 覚 障 害 者 等 が 利 用 し や す い 電 子 書 籍 等 （ 以 下 「 特 定 電 子 書 籍 等 」 と い う 。 ） で あ っ

て イ ン タ ー ネ ッ ト に よ り 送 信 す る こ と が で き る も の 及 び 当 該 点 字 図 書 館 等 の 有 す る 視 覚 障 害 者 等 が 利 用

し や す い 書 籍 等 に 関 す る 情 報 の 提 供 を 受 け 、 こ れ ら を イ ン タ ー ネ ッ ト に よ り 視 覚 障 害 者 等 に 提 供 す る 全

国 的 な ネ ッ ト ワ ー ク の 運 営 に 対 す る 支 援 

 二 視 覚 障 害 者 等 が 利 用 し や す い 書 籍 等 に 係 る イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し た サ ー ビ ス の 提 供 に つ い て の 国 立

国 会 図 書 館 、 前 号 の ネ ッ ト ワ ー ク を 運 営 す る 者 、 公 立 図 書 館 等 、 点 字 図 書 館 及 び 特 定 電 子 書 籍 等 の 製 作

を 行 う 者 の 間 の 連 携 の 強 化 
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 （ 特 定 書 籍 及 び 特 定 電 子 書 籍 等 の 製 作 の 支 援 ） 
第 十 一 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 著 作 権 法 第 三 十 七 条 第 一 項 又 は 第 三 項 本 文 の 規 定 に よ り 製 作 さ れ る 視 覚

障 害 者 等 が 利 用 し や す い 書 籍 （ 以 下 「 特 定 書 籍 」 と い う 。 ） 及 び 特 定 電 子 書 籍 等 の 製 作 を 支 援 す る た め 、

製 作 に 係 る 基 準 の 作 成 等 の こ れ ら の 質 の 向 上 を 図 る た め の 取 組 に 対 す る 支 援 そ の 他 の 必 要 な 施 策 を 講 ず る

も の と す る 。 

２ 国 は 、 特 定 書 籍 及 び 特 定 電 子 書 籍 等 の 効 率 的 な 製 作 を 促 進 す る た め 、 出 版 を 行 う 者 （ 次 条 及 び 第 十 八 条

に お い て 「 出 版 者 」 と い う 。 ） か ら の 特 定 書 籍 又 は 特 定 電 子 書 籍 等 の 製 作 を 行 う 者 に 対 す る 書 籍 に 係 る 電

磁 的 記 録 の 提 供 を 促 進 す る た め の 環 境 の 整 備 に 必 要 な 支 援 そ の 他 の 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。 

 （ 視 覚 障 害 者 等 が 利 用 し や す い 電 子 書 籍 等 の 販 売 等 の 促 進 等 ） 

第 十 二 条 国 は 、 視 覚 障 害 者 等 が 利 用 し や す い 電 子 書 籍 等 の 販 売 等 が 促 進 さ れ る よ う 、 技 術 の 進 歩 を 適 切 に

反 映 し た 規 格 等 の 普 及 の 促 進 、 著 作 権 者 と 出 版 者 と の 契 約 に 関 す る 情 報 提 供 そ の 他 の 必 要 な 施 策 を 講 ず る

も の と す る 。 

２ 国 は 、 書 籍 を 購 入 し た 視 覚 障 害 者 等 か ら の 求 め に 応 じ て 出 版 者 が 当 該 書 籍 に 係 る 電 磁 的 記 録 の 提 供 を 行



 

 九 

う こ と そ の 他 の 出 版 者 か ら の 視 覚 障 害 者 等 に 対 す る 書 籍 に 係 る 電 磁 的 記 録 の 提 供 を 促 進 す る た め 、 そ の 環

境 の 整 備 に 関 す る 関 係 者 間 に お け る 検 討 に 対 す る 支 援 そ の 他 の 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。 

 （ 外 国 か ら の 視 覚 障 害 者 等 が 利 用 し や す い 電 子 書 籍 等 の 入 手 の た め の 環 境 の 整 備 ） 

第 十 三 条 国 は 、 視 覚 障 害 者 等 が 、 盲 人 、 視 覚 障 害 者 そ の 他 の 印 刷 物 の 判 読 に 障 害 の あ る 者 が 発 行 さ れ た 著

作 物 を 利 用 す る 機 会 を 促 進 す る た め の マ ラ ケ シ ュ 条 約 の 枠 組 み に 基 づ き 、 視 覚 障 害 者 等 が 利 用 し や す い 電

子 書 籍 等 で あ っ て イ ン タ ー ネ ッ ト に よ り 送 信 す る こ と が で き る も の を 外 国 か ら 十 分 か つ 円 滑 に 入 手 す る こ

と が で き る よ う 、 そ の 入 手 に 関 す る 相 談 体 制 の 整 備 そ の 他 の そ の 入 手 の た め の 環 境 の 整 備 に つ い て 必 要 な

施 策 を 講 ず る も の と す る 。 

 （ 端 末 機 器 等 及 び こ れ に 関 す る 情 報 の 入 手 の 支 援 ） 

第 十 四 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 視 覚 障 害 者 等 が 利 用 し や す い 電 子 書 籍 等 を 利 用 す る た め の 端 末 機 器 等 及

び こ れ に 関 す る 情 報 を 視 覚 障 害 者 等 が 入 手 す る こ と を 支 援 す る た め 、 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。 

 （ 情 報 通 信 技 術 の 習 得 支 援 ） 

第 十 五 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 視 覚 障 害 者 等 が 利 用 し や す い 電 子 書 籍 等 を 利 用 す る に 当 た っ て 必 要 と な
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る 情 報 通 信 技 術 を 視 覚 障 害 者 等 が 習 得 す る こ と を 支 援 す る た め 、 講 習 会 及 び 巡 回 指 導 の 実 施 の 推 進 そ の 他

の 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。 

 （ 研 究 開 発 の 推 進 等 ） 

第 十 六 条 国 は 、 視 覚 障 害 者 等 が 利 用 し や す い 電 子 書 籍 等 及 び こ れ を 利 用 す る た め の 端 末 機 器 等 に つ い て 、

視 覚 障 害 者 等 の 利 便 性 の 一 層 の 向 上 を 図 る た め 、 こ れ ら に 係 る 先 端 的 な 技 術 等 に 関 す る 研 究 開 発 の 推 進 及

び そ の 成 果 の 普 及 に 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。 

 （ 人 材 の 育 成 等 ） 

第 十 七 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 特 定 書 籍 及 び 特 定 電 子 書 籍 等 の 製 作 並 び に 公 立 図 書 館 等 、 国 立 国 会 図 書

館 及 び 点 字 図 書 館 に お け る 視 覚 障 害 者 等 が 利 用 し や す い 書 籍 等 の 円 滑 な 利 用 の た め の 支 援 に 係 る 人 材 の 育

成 、 資 質 の 向 上 及 び 確 保 を 図 る た め 、 研 修 の 実 施 の 推 進 、 広 報 活 動 の 充 実 そ の 他 の 必 要 な 施 策 を 講 ず る も

の と す る 。 

   第 四 章 協 議 の 場 等 

第 十 八 条 国 は 、 視 覚 障 害 者 等 の 読 書 環 境 の 整 備 の 推 進 に 関 す る 施 策 の 効 果 的 な 推 進 を 図 る た め 、 文 部 科 学
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省 、 厚 生 労 働 省 、 経 済 産 業 省 、 総 務 省 そ の 他 の 関 係 行 政 機 関 の 職 員 、 国 立 国 会 図 書 館 、 公 立 図 書 館 等 、 点

字 図 書 館 、 第 十 条 第 一 号 の ネ ッ ト ワ ー ク を 運 営 す る 者 、 特 定 書 籍 又 は 特 定 電 子 書 籍 等 の 製 作 を 行 う 者 、 出

版 者 、 視 覚 障 害 者 等 そ の 他 の 関 係 者 に よ る 協 議 の 場 を 設 け る こ と そ の 他 関 係 者 の 連 携 協 力 に 関 し 必 要 な 措

置 を 講 ず る も の と す る 。 

   附 則 

 こ の 法 律 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 
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